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地域の交流の場として食
事会を始めて、およそ50
年。今では他のサロンや小
学校とのつながりもでき
ました。コロナ禍でもお弁
当の受け渡しに形を変え、
皆さんの笑顔が見られる
ように活動を続けていま
す。外出するきっかけや、
気分転換につながると嬉
しいです。
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地域活動の取組を動画で紹介します。

12地区・関係機関の活動や取組を紹介します。

　横浜市電子申請・届出サービス、電話、FAX、Eメール、福祉保健課事業企画担当(3階312窓口)へのいずれかで、次の必要事項①～③を伝え、予約。

来場前に体温測定をしていただき、咳や発熱などの症状がある
場合は参加をご遠慮ください。

マスク着用、手指消毒などの感染症対策へのご協力をお願いします。

コロナ禍で過ごす居場所がなく、困っている子育て中の人
が多い現状があります。１人でもサロンを必要としてくれ
る人のために、これからも活動を続けていきたいです。少し
でも皆さんの支えになれるとうれしいです。遊び場や育児
の相談先として、お気軽にご参加ください。

下和泉地区 「地区社会福祉協議会子育てサロン」
佐藤 節子さん
さとう せつこ

代表

一人暮らしの高齢者の居場所づくりを目的として活動して
います。今は会場内の人数を減らすため、２つのグループに
分けて、体操や花植えなど２つの活動を交替で実施してい
ます。仲間と楽しく過ごしながら、お互いに支え合う憩いの
場として、これからも続けていきます。

中田地区 富士見見守り会「お茶会」
永川 千尋さん
えがわ ちひろ

会長富士見丘自治会

D 上飯田地区
「台村ふれあいサロンゆうゆう」
ちぎり絵作り

　～　のイベントブース
（ワークショップ・相談コーナー）は
事前予約が必要です。

続けよう、地域の活動  守ろう、地域のつながり
　新型コロナウイルス感染症の影響がある状況でも、新しい生活様式に合わせた感染症対策を行いながら、地域活動を続けていく必要があります。
　泉区では、地域のつながりを絶やさぬよう、さまざまな工夫をしながら、活動が続けられています。
　今回はさまざまな工夫をしながら継続して地域活動に取り組んでいる団体を紹介します。
　身近な場所で行われている活動に参加してみませんか？ 日頃から地域活動を行っている人にとっても、活動の再開や継続のこつが見つかるかもしれません。

2月24日(水)・25日（木）両日10時～12時　　 区役所１階区民ホール日時 会場

A「中田地区社会福祉協議会」
木のおもちゃづくり

24日（水） 25日（木）

２月17日(水)（申込多数の場合は抽選）申込期限
事業企画担当（3階3１2窓口）　　800-2433　　800-2516　　iz-fukuho@city.yokohama.jp

●泉区食生活等改善推進員会
　（ヘルスメイト）
回転備蓄(ローリングストック)
食事バランスチェック
活動紹介

参加者の声

少しの時間でもみんなと
会って話すことが何より
楽しみです。

スタッフの心遣いとおい
しいご飯に癒されます。

参加者の声

中止しているサロンが多
い中、参加できて本当に
良かったです。

コロナ禍でいろいろ不安
でしたが、話を聞いても
らえて安心しました。次
回も楽しみです。

今だからこそ‼
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●パネル紹介

D

下和泉地区 「八日会」　　　松田 弘子さん
ようかかい まつだ ひろこ

代表

少人数から活動を再開 2つのグループに分けて交替で活動を実施会食から配食へ

工夫しながら

①希望のイベントブース(A～F)・時間帯(10時～、10時30分～、11時～、11時30分～)　②氏名（親子での参加は全員の氏名と子どもの年齢）　③電話番号必要事項A F

第3期泉区地域福祉保健計画 推 進 イ ベ ン ト

泉区　推進イベント 検索

活動の再開がとても
待ち遠しかったです。

自宅に引きこもっていたので、
誰かと話せることが嬉しいです。参加者の声

継続している地域活動を紹介‼
※令和２年12月末時点の活動状況

B 横浜市電子申請・届出
サービスはこちら▶

B おもちゃの病院
「ドクトルベアーズ」
おもちゃの修理

C ボランティアセンター
ボランティア活動に関する相談

E 泉区保育ボランティア
グループ「マミー」
クラフト工作

F ボランティアセンター
ボランティア活動に関する相談

展示時間 24日(水)10時～17時、25日(木)8時45分～15時

参加される皆さんへのお願い

泉区地域福祉保健計画

支え合い・助け合いが活きる!元気の出るまち泉
第３期泉区地域福祉保健計画（平成28年度～令和2年度）推進中‼

地域福祉保健計画ってなに

　令和３年度に策定される第４期泉区地域福祉保健計画（令和３年度～７年度）
は「互いに支え助け合う！誰もが安心して暮らせるまち泉」を基本理念とし、
「健やかに過ごせるまち」「必要な支援が届くまち」「人と人、活動と活動がつな
がるまち」を３つの推進の柱とし、取組を進めていきます。

　地域福祉保健計画とは、誰もが安心して自分らしく暮らせるように、住民の
皆さん・区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザなどが協力して、住みよい
まちにするための計画です。

マスク着用や手指消毒の徹底　 活動時間の短縮
検温　 換気　 ソーシャルディスタンスの確保

活動の工夫
（3団体共通）

新型コロナウイルス感染症拡大により、内容の変更や中止の可能
性があります。最新の情報はホームページでご確認ください。

 守ろう、地域のつながり続けよう、地域の活動


